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雪
が
舞
う
極
寒
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
た
徳
島

駅
伝
か
ら
は
や
11
カ
月
、
今
年
も
数
々
の
出
来
事

が
阿
南
市
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
、
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
特
別
職
、
幹

部
職
員
に
よ
る
２
０
１
２
年
阿
南
市
10
大
ニ
ュ
ー

ス
選
考
会
が
行
わ
れ
、
次
の
10
項
目
を
選
定
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
の
10
大
ニ
ュ
ー

ス
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
。
皆
さ
ま

に
と
っ
て
、
新
し
く
迎
え
る
年
が
輝
か
し
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
ま

す
。
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橘地区防災公園完成

南海・東南海地震に対する防災対策の一次避難場所と
して、平成21年度から整備してきた橘地区防災公園が
３月に完成。６月９日には開園式典が行われ、関係者
や地元住民など約300人が出席して開園を祝いました。

陸上自衛隊徳島駐屯地開設

陸上自衛隊徳島駐屯地が那賀川町小延に開設され、第14
施設隊を主力とする部隊が編成されました。８月26日には
徳島駐屯地で阿南市総合防災訓練が行われ、防災対策や
民生協力活動でも市民から大きな期待が寄せられています。

市教育委員会とＪＡＸＡが
宇宙教育協定を締結

協定の締結により、学校や公民館など市内で宇宙に関す
る教育活動を行う場合、ＪＡＸＡから最大限の人的・物
的支援を受けることができるようになりました。協定の締
結は全国では20番目で、四国では初めてです。

３月28日

３月26日

１月25日

開園式典

定住自立圏共生ビジョン事業始まる

阿南市・那賀町・美波町が自治体の枠組みを超えて圏域
全体の活性化を図るための取組「阿南・那賀・美波定住
自立圏共生ビジョン事業 “ プロジェクト40”」がスタート
し、すでに１市２町で連携が始まっています。

４月１日

那賀町

美波町

阿南市
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映画「モンゴル野球青春記」の
撮影が阿南市で行われる

野球を通じて日本の青年とモンゴルの人 と々の交流を描
いた映画「モンゴル野球青春記」の撮影が８月31日～９月
５日の間、阿南市を舞台に行われ、 2,000人を超す市民
の皆さんにエキストラ等で協力していただきました。

初の恋活パーティーを開催

市内で婚活支援活動に取り組む団体などで組織する「阿
南 de 愛隊」による初めての恋活パーティー「AKB 阿南
で恋してブライダル」が市内のホテルで行われ、独身男
女約200人が交流を深めました。

待望の両中学校の新校舎が完成

阿南第一中学校管理棟改築工事が６月に、那賀川中学
校校舎棟改築工事が８月にそれぞれ完了しました。また、
阿南中学校校舎棟新築工事も近いうちに着工する予定
で、校舎棟は平成25年度中の完成をめざしています。

いわや道・平等寺道の一部が
国史跡指定へ答申

文化庁の文化財審議会が、太龍寺周辺の遍路道「いわ
や道・平等寺道」の一部の国の史跡への指定を答申しま
した。遍路道の国史跡指定は平成22年８月に続き２例目
で、正式には今年度中に告示される予定です。

８月・９月

阿南市東京事務所開設

国の施策に関する情報収集や観光・物産の PR 活動、人
的交流の拠点として「阿南市東京事務所」を開設しまし
た。９月には「東京・阿南ふるさと会」が結成され、11
月には約180人が参加して交流会が開催されました。

５月11日10月14日

８月11月16日

既指定
追加指定
将来、指定をめざす
ルート

いわや道

徳島県教育委員会 提供

太龍寺道
かも道

太龍寺

阿南安芸自動車道「福井道路」の
事業化

４月６日

地域高規格道路阿
南安芸自動車道のう
ち、昨年７月に開通
した日和佐道路と、
すでに事業化されて
いる桑野道路とを結
ぶ福井道路（約9.6
㎞）が 新規事 業化
され、高速道路ネッ
トワークの形成に大
きな弾みとなりまし
た。

阿南安芸自動車道



　
５
月
11
日
、
れ
ん
が
風
で
重
厚
な

た
た
ず
ま
い
の
市
政
会
館
に
、
阿
南

市
東
京
事
務
所
開
設
を
告
げ
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
光
が
燦さ

ん

然ぜ
ん

と
灯
さ
れ
ま
し
た
。

阿
南
市
政
の
新
た
な
時
代
の
幕
開
け

で
す
。

　
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
地
方
を
取

り
巻
く
時
代
の
潮
流
が
大
き
く
変
化

す
る
な
か
、
地
方
の
自
立
と
責
任
を

確
立
し
て
い
く
た
め
の
取
組
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、

私
た
ち
が
掲
げ
た
目
標
が
「
風
を
読

み
、
積
極
果
敢
に
攻
め
る
行
政
」
で

す
。
国
の
政
策
に
関
す
る
情
報
収
集

や
観
光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
人
的

交
流
の
拠
点
と
し
て
阿
南
市
東
京
事

務
所
は
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

阿南光のまちづくり協議会から事務所のシンボルとして寄贈された
青色ＬＥＤオブジェ「イコサ」を点灯し、開設を祝いました。

広
が
る
活
動
、
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

開
設
半
年
の
歩
み
を
紹
介
！

扉の向こう側でつながる

　
東
京
・
日
比
谷
の
市
政
会
館
に
「
阿
南
市
東
京
事
務
所
」
が
開
設

さ
れ
て
半
年
余
り
。「
人
」「
モ
ノ
」「
情
報
」
が
集
積
す
る
首
都
「
東

京
」
に
事
務
所
を
構
え
、
多
面
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
今

ま
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
〝
つ
な
が
り
〟
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
首
都
圏
」と「
阿
南
市
」を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、

阿
南
市
東
京
事
務
所
の
半
年
を
振
り
返
り
ま
す
。
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現
在
、
東
京
で
は
、
阿
南
市
の
ほ
か
全
国

か
ら
約
60
の
都
市
が
事
務
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
各
地
の
職
員
と
交

流
す
る
機
会
も
多
く
、
勉
強
会
や
事
例
発
表

な
ど
を
通
じ
て
行
政
手
法
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
市
政
会
館
は
、
総
務
省
や
経
済

産
業
省
、
国
土
交
通
省
と
い
っ
た
中
央
省
庁

が
集
結
す
る
霞
が
関
に
隣
接
し
て
お
り
、
各

省
庁
で
行
わ
れ
る
施
策
説
明
会
等
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
国
の
動
向
な
ど
を
随
時
、
担

当
課
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
上
京
す
る
関
係
団
体
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
て
い
ま
す
。
国
へ
の
要
望
活
動
で
は

国
会
議
員
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
う
ほ

か
、首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
で
は
、

阿
南
市
か
ら
の
出
場
選
手
の
応
援
に
駆
け
つ

け
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
都
内
で
の

観
光
・
物
産
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
積
極
的
に

参
画
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
阿
南
市

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
開
設
か
ら
６
カ
月
余
り
、
事
務
所
を
訪
れ

る
方
も
次
第
と
多
く
な
り
、
東
京
近
郊
に
在

住
す
る
阿
南
市
ゆ
か
り
の
方
々
と
の
交
流
も

深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
が
呼
び
水
と
な
り
、
９

月
26
日
に
は
「
東
京
・
阿
南
ふ
る
さ
と
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
阿
南
で
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
充
し
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
首
都
圏
」

と
「
阿
南
市
」
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
阿

南
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

❶日比谷公園内に建つ市政会
館。れんが風の重厚なたた
ずまいは東京都選定歴史的
建築物に指定されています。

❷事務所カウンター付近には、
阿南市のＰＲグッズが所狭
しと並べられています。

❸約 60㎡と比較的広い事務
所内では 20 人規模の会議
も行うことができます。

❹市政会館を南東方向から見
た航空写真。（市政会館提
供）

❶

❷

❸
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市政会館 日比谷公会堂
日比谷公園

皇 居

霞が関

❹



国会や中央省庁など関係機関の情報収集や連絡調整を密にし
て、要望活動等で上京する関係者の戦略基地の役割を担いま
す。また、各省庁の施策説明会への出席や他市の東京事務所
との交流で、新たな施策の展開を図っています。

■ベースキャンプ機能

首都圏の皆さまに阿南市の魅力を身近に感じていただくた
め、東京に常駐する強みを生かし、さまざまな機会を通じて
観光キャンペーンや物産のＰＲに努め、観光客の増大や物流
の活性化をめざしています。

■プロモーション機能

関東で活躍する阿南市出身者の皆さまとの交流による新たな
「ふるさとネットワーク」の構築、東京と阿南のビジネス
マッチングや異業種交流による企業誘致やＵ・Ｊ・Ｉターン
移住交流の推進を図っています。

■ネットワーク機能

【事務所で打ち合わせ】【地元からの訪問者と面会】【説明会等への代理出席】【イベント視察】

回
顧
、
半
年

 国会での要望活動

 東京・阿南ふるさと光
こ う

流
りゅう

会
か い

の様子

銀座白鶴ビルでのすだち収穫祭

6広報 あなん 2012.12

　
官
庁
、
自
治
体
、
阿
南
市
出
身
者
、

企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
音
楽
家
、
映
画
監
督
、
商
店
街

の
役
員
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
、
開

設
以
来
、
半
年
余
り
で
交
換
し
た
名
刺

は
８
０
０
枚
を
超
え
ま
し
た
。

　
首
都
圏
に
は
若
手
の
起
業
家
も
多

く
、
ふ
る
さ
と
阿
南
や
徳
島
の
新
鮮
な

食
材
を
東
京
で
流
通
さ
せ
た
い
と
意
気

込
む
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
者
や
、
東
京
で
の

仕
事
で
培
っ
た
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
田
舎
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
生
か
し

た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
阿

南
市
ゆ
か
り
の
人
と
は
出
身
町
や
学
校

な
ど
で
話
が
弾
み
、
不
思
議
な
く
ら
い

に
次
か
ら
次
へ
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
親
近

感
や
信
頼
感
が
生
ま
れ
る
の
も
「
ふ
る

さ
と
」
の
良
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
あ
ふ
れ
る
大
東

京
の
ほ
ん
の
一
部
分
し
か
ま
だ
見
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
会
う
人
ご
と
に
〝
阿
南
〟

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
交
換
し
合
う
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

や
文
化
な
ど
多
面
的
な
分
野
で
阿
南
市

活
性
化
の
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
阿
南
市
東
京
事
務
所
長
　
鈴
江
）



9月26日、日比谷コンベンションホールで阿南市ゆかりの方
など約80人が出席して「東京・阿南ふるさと会」設立総会
が行われました。総会では、名誉会長に岩浅市長を、会長に
野々宮恵司さんをそれぞれ選出しました。また、11月16日に
は、物産ＰＲを兼ねた交流会「東京・阿南ふるさと光

こう

流
りゅう

会
かい

」
が椿

ちん

山
ざん

荘で開催され、参加した約180人が出会い・再会を喜
び、郷愁談義に花を咲かせました。

ふるさと会設立

「東京・阿南ふるさと会」入会者を 募 集 しています！
東京近郊に在住の阿南市ゆかりの皆さんと阿南市をつなぐふるさと会で
す。年１回の総会・懇親パーティーを開催し、会員相互の交流を深めて
います。年会費は無料。入会のご案内はホームページで行っています。
東京近郊にお知り合いの方がいらっしゃいましたら、ご紹介ください。

阿南市東京事務所
〒100‐0012 
東京都千代田区日比谷公園１番３号
市政会館４階
☎ 03-6206-1852　FAX03-6206-1817
e-mail　anantokyo@topaz.ocn.ne.jp

「東京発あなん」を配信中！
http://www.anantokyo.net/

｢東京・阿南ふるさと会｣ 設立総会の様子

 （1936 年生　新野町出身）
元大和生命保険株式会社社長。オムロン株
式会社在籍中には、オレンジカードの導入を
ＪＲに提案し、決済システムＣＡＴ推進責任
者の１人として活躍。現在はＮＰＯ法人ゴー
ルデンアカデミーの理事長を務める。

市政会館

経済産業省

日比谷公園

皇居外苑

日比谷公会堂

Ｊ
Ｒ
山
手
線

新
橋
駅
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東京・阿南ふるさと会
会長　野々宮 恵司さん

故
郷
が
東
京
に
や
っ
て
き
た 

　

国
や
地
方
公
共
団
体
が
財
政
的
に
苦
し
ん

で
い
る
中
で
、
阿
南
市
は
全
国
有
数
の
財
政

力
を
有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
の
レ
ベ

ル
で
東
京
に
事
務
所
を
持
つ
こ
と
は
大
変
な
英

断
で
あ
り
、
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
関

係
者
の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
阿
南
市

の
香
り
と
近
況
を
知
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
遠

く
離
れ
て
い
る
仲
間
が
集
い
交
流
す
る
場
所
、

つ
ま
り
「
ふ
る
さ
と
」
が
東
京
・
日
比
谷
に
や
っ

て
き
た
と
も
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
岩

浅
市
長
か
ら
の
提
案
に
よ
り
「
東
京
・
阿
南

ふ
る
さ
と
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
東
京
エ
リ
ア
に
在
住
す
る
阿
南
市

出
身
者
や
ゆ
か
り
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
事
務
所

設
置
を
快
挙
と
し
て
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
・
協

力
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
縁
あ
る
人

た
ち
が
集
ま
り
「
ふ
る
さ
と
」
阿
南
を
思
い
、

懐
か
し
い
話
に
花
を
咲
か
せ
、
同
時
に
阿
南
市

の
特
産
品
や
観
光
等
を
発
信
す
る
こ
と
に
協

力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
我
が「
ふ
る
さ
と
」

阿
南
を
誇
り
に
思
い
、
さ
あ
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。 

P r o f i l e  



応
募
資
格
　
▼
臨
時
保
育
士
：
保

育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免

許
を
有
す
る
方
▼
臨
時
看
護
師
：

看
護
師
免
許
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
を
有
す
る
方

※
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に
取
得

見
込
可

登
録
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
写
真
貼
付
）
の
ほ
か
に
保
育

士
証
ま
た
は
免
許
状
（
証
）
の
写

し
を
、
12
月
３
日
㈪
～
平
成
25
年

１
月
31
日
㈭
ま
で
に
人
事
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雇
用
の
必
要
が
生
じ
た
際
に
、

面
接
等
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
な
い

こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
人
事
課
（
☎
22

‐
１
１
１
２
）
へ

果
樹
経
営
支
援
対
策

事
業
説
明
会
の
開
催

　
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
と

は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

収
益
性
の
高
い
優
良
品
目
・
品
種

へ
の
転
換
や
園
地
整
備
等
、
前
向

き
な
取
組
を
行
う
担
い
手
や
産
地

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

同
事
業
を
活
用
し
て
優
良
品
目
・

品
種
へ
の
改
植
を
実
施
し
た
担
い

手
に
対
し
て
、
改
植
後
の
未
収
益

期
間
を
支
援
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
20
日
㈭
　
午
後
１
時

30
分
～

場
所
　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
２
階

会
議
室

問
い
合
わ
せ
は
　
農
林
水
産
課

（
☎
22
‐
１
５
９
８
）
へ

阿
南
市
活
竹
祭
出
店
者
募
集

出
店
条
件
　
阿
南
市
内
の
団
体

で
、
出
品
物
は
阿
南
市
の
特
産
品

を
主
と
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
12
月
28
日
㈮

申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
出
店
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
21
回
阿
南
市
活
竹
祭　
　
　

日
時
　
平
成
25
年
３
月
２
日
㈯
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
荒
天
時

は
３
日
㈰
に
順
延
）

場
所
　
市
民
会
館
前
駐
車
場

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

阿
南
市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22
‐

３
２
９
０
）
へ

　

糟
糠
の
妻
…
貧
し
い
時
か
ら
連

れ
添
っ
て
苦
労
を
共
に
し
て
き
た

妻
…

　

先
日
、
中
曽
根
康
弘
元
総
理
の

妻
、
蔦つ

た

子こ

夫
人
が
、
91
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
蔦
子
夫
人
の
名
前

は
、
ツ
タ
の
よ
う
に
木
に
寄
り

添
っ
て
倒
れ
な
い
よ
う
に
守
る
、

と
い
う
意
で
命
名
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　

そ
の
お
名
前
の
と
お
り
、
献
身

的
に
夫
を
支
え
、
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
夫
妻
を
日
の
出
山
荘
に
招
い
て

も
て
な
す
な
ど
、
良
好
な
日
米
関

係
構
築
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
葬
儀
の
席
で
元
総
理
は
「
か

け
が
え
の
な
い
糟
糠
の
妻
で
あ
っ

た
」
と
感
懐
の
言
葉
を
述
べ
、
感

謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
米
国
で
は
、
オ
バ
マ
大

統
領
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
の
選
挙
で
は
、
候
補
者
の
家
族

観
も
１
つ
の
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し

た
。「
彼
女
が
立
候
補
し
た
ら
難

な
く
私
に
勝
つ
」。
オ
バ
マ
氏
が

ミ
シ
ェ
ル
夫
人
を
評
し
た
言
葉
で

す
。
彼
女
は
貧
し
い
労
働
者
の
家

庭
に
育
ち
な
が
ら
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
科
大

学
院
と
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩

み
、
弁
護
士
な
ど
を
経
て
シ
カ
ゴ

大
学
病
院
の
副
理
事
長
な
ど
の

キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
ま
し
た
。
９
月

の
党
大
会
で
は
、「
私
た
ち
は
若

く
、
と
て
も
愛
し
合
い
、
そ
し
て

借
金
だ
ら
け
で
し
た
。」
と
、
多

額
の
学
生
ロ
ー
ン
を
抱
え
て
い
た

新
婚
生
活
を
率
直
に
語
り
ま
し
た
。

　

１
期
目
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ

デ
ィ
ー
と
し
て
給
食
か
ら
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
を
減
ら
し
、
子
ど
も
の

肥
満
対
策
を
推
進
す
る
食
育
運
動

「
レ
ッ
ツ
ム
ー
ブ
」
に
取
り
組
み
、

「
国
の
母
」
と
し
て
の
指
導
力
を

発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
大

統
領
再
選
は
、
夫
唱
婦
随
の
勝
利

と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
２
月
の
米
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ

社
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、「
米

国
民
が
最
も
偉
大
」
と
み
る
大
統

領
は
、
ト
ッ
プ
が
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
（
19
％
）、
続
い
て
リ
ン
カ
ー

ン
大
統
領
（
14
％
）、
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
（
13
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
レ
ー
ガ
ン
、
ク
リ
ン
ト
ン

両
氏
は
経
済
政
策
で
成
果
を
収

め
、
と
も
に
圧
倒
的
大
差
で
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
夫

人
ヒ
ラ
リ
ー
氏
に
関
す
る
有
名
な

小
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
夫
妻
が

夫
人
の
故
郷
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
の
話
。
ス

タ
ン
ド
の
お
や
じ
が
実
は
ヒ
ラ

リ
ー
夫
人
の
昔
の
ボ
ー
イ
フ
レ
ン

ド
と
わ
か
っ
た
。
後
で
大
統
領
は

『
君
は
や
っ
ぱ
り
お
れ
と
結
婚
し

て
よ
か
っ
た
な
』
と
言
う
。
だ
が

夫
人
は
す
か
さ
ず
反
論
し
た
。『
わ

か
っ
て
な
い
わ
ね
。
私
が
あ
の
男

と
結
婚
し
て
い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ

の
大
統
領
は
あ
の
男
に
な
っ
て
い

た
わ
。』」

　

４
年
後
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
後

は
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
か
？

平
成
25
年
度
に
市
立
保
育
所
で

勤
務
す
る
臨
時
保
育
士
お
よ
び

臨
時
看
護
師
の
登
録
を
受
付

8広報 あなん 2012.12



平
成
24
年

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

業務内容・施設名 休業（休館）期間 電話番号

一般行政業務
12月29日㈯～1月3日㈭
※仕事始めは１月４日㈮から。
※休み期間中の「出生届」・「死
亡届」等の届け出は、市役所
本庁地下１階（宿直室）まで
お願いします。地下１階へは、
本庁東側の外階段をご利用く
ださい。

22−1111

水道料金お客様センター 22−0587

ひまわり会館 23−6600

市民会館 22−7000

文化会館 21−0808

情報文化センター 44−5000

阿波公方・民俗資料館 42−2966

科学センター 42−1600

阿南光のまちステーションプラザ 24−3141

葬祭場 1月1日㈷～3日㈭ 22−0623

年末年始の市役所業務の休業（休館）のお知らせ

※かもだ岬温泉保養センターは23ページを、スポーツ施設は27ページをご覧ください。

9 広報 あなん 2012.12

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
と
は

　
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）

に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
（
法
人
）
が
そ

の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算

出
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
固
定
資
産

の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税

金
で
す
。

土
地
の
評
価
に
つ
い
て

　
地
目
に
つ
い
て
は
、
登
記
簿
上

の
地
目
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

年
の
１
月
１
日
の
現
況
地
目
に

よ
っ
て
、
評
価
し
て
お
り
、
調
査

の
た
め
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新
築
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
新

築
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
を
順
次
実

施
し
て
い
ま
す
。
家
屋
評
価
は
、

均
衡
の
と
れ
た
公
平
な
固
定
資
産

税
の
課
税
の
た
め
に
家
屋
の
外
内

部
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
連
絡
を

　
土
地
に
つ
い
て
は
、
利
用
形
態

を
変
更
し
た
と
き
、
家
屋
に
つ
い

て
は
、家
屋
の
取
り
壊
し
や
増
築
、

新
築
を
し
た
と
き
な
ど
。

前
納
報
奨
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
固
定
資
産

税
の
前
納
報
奨
金
制
度
が
廃
止
に

な
り
ま
す
。

　
す
で
に
「
口
座
振
替
」
に
よ
り

全
期
前
納
で
一
括
納
付
さ
れ
て
い

る
方
で
、
期
別
納
付
に
変
更
さ
れ

る
方
は
、
書
面
で
の
変
更
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
22
‐
１
１
１
４
）
へ

　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
は
、

従
業
員
４
人
以
上
の
す
べ
て
の
製

造
事
業
所
を
対
象
に
平
成
24
年
12

月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業

所
に
は
、
12
月
中
旬
か
ら
統
計
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
企
画
政
策
課

（
☎
22
‐
３
４
２
９
）
へ

冬
休
み
小
学
生
英
語
教
室

　
外
国
人
講
師
と
楽
し
く
英
語
を

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
23
日
㈷
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

場
所
　
富
岡
公
民
館
２
階 

ホ
ー
ル

募
集
人
数
　
50
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間
　
12
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
教
育

研
究
所
（
☎
22
‐
３
３
９
５
）
へ

年
末
年
始
の
青
空
市

年
末
　
12
月
28
日
㈮

年
始
　

1
月
11
日
㈮

時
間
　
午
前
６
時
～
11
時

場
所
　
市
民
会
館
駐
車
場

※
雨
天
決
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
へ
の
登
載
申
請
書
提
出

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
資
格
の
あ
る
方

　
阿
南
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

20
歳
以
上
の
方
（
平
成
５
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
方

②
前
記
の
方
と
住
民
票
が
同
一
の

世
帯
の
親
族
ま
た
は
、
そ
の
配
偶

者
で
あ
っ
て
、
年
間
に
お
お
む
ね

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

●
申
請
の
方
法

　
実
行
組
長
を
通
じ
て
配
布
さ
れ

た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

実
行
組
長
か
ら
市
へ
の
提
出
期
限

は
平
成
25
年
１
月
10
日
㈭
で
す
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

•
申
請
が
な
い
場
合
は
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

•
実
行
組
に
属
し
て
い
な
い
方

は
、
申
請
書
を
各
支
所
ま
た
は
住

民
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　

農
業
委
員
会（
☎
22
‐
３
７
９
０
）

ま
た
は
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
22

‐
３
７
９
１
）
へ



阿
南
駅
東
口
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●上り
発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社
※5：58

阿南駅→高速舞子→大阪駅→難波

※9：20

 徳島バス

6：48 10：10
8：48 12：10

10：48 14：10
12：48 16：10
16：53 20：15
18：18 21：40
20：35 阿南駅→渋谷→浜松町→品川 6：50
20：50 阿南駅→新宿駅→東京駅→新木場駅 7：55 JR バス関東

●下り
発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社

7：30

難波→大阪駅→高速舞子→阿南駅

10：52

 徳島バス

9：30 12：47
11：40 14：57
13：55 17：12
15：50 19：07
17：50 21：07

※18：55 ※22：12
20：30 新木場駅→東京駅→新宿駅→阿南駅 7：31 JR バス関東
20：50 品川→浜松町→渋谷→阿南駅 7：05  徳島バス

※印の便は、土・日・祝日にユニバーサル・スタジオ・ジャパンを経由します。

　阿南駅東口に市営駐車場を設置しています。高
速バスや阿南駅をご利用の際や、旅行や出張にお
出かけの際、阿南駅前商店街でお買い物の際に
は、ぜひ阿南駅東口駐車場をご利用ください。
○利用可能台数　63台
○駐車料金　500円／24時間

問い合わせは
◎阿南駅東口駐車場に関することは
　まちづくり推進課（☎22‐1596）へ
◎高速バスに関することは
　徳島バス　　 （☎088‐622‐1826）へ
　ＪＲ四国バス（☎088‐602‐1090）へ
　ＪＲバス関東（☎03‐3844‐0495）へ

阿南駅発着高速バス時刻表

問い合わせは　日本女性会議〈男女共同参画〉2013実行委員会事務局  （☎24ｰ3750） へ
　　　　　　　 http://www.jwc2013anan.com/
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日
本
女
性
会
議
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
の
解
決

策
を
探
る
と
と
も
に
、
参
加
者
相
互
の

交
流
や
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

る
全
国
規
模
の
会
議
で
す
。
毎
年
10
月

に
開
催
さ
れ
、
来
年
で
30
回
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
記
念
す
べ
き
会
議
を
、

２
０
１
３
年
10
月
11
日
～
13
日
に
阿
南

市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
阿
南
市
か
ら
男
女
共
同
参
画
に
新
し

い
風
を
起
こ
し
、
い
き
い
き
わ
く
わ
く

心
が
元
気
に
な
る
ま
ち
を
つ
く
る
、
阿

南
の
元
気
を
全
国
に
届
け
た
い
と
い
う

思
い
で
、
実
行
委
員
会
・
運
営
委
員
会

を
設
置
し
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
大
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

し
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
72
点
の
作

品
の
中
か
ら
、「
笑
顔
で
明
る
く
男
女
が

お
互
い
に
話
し
合
い
、
共
に
仲
良
く
生

き
て
い
く
こ
と
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
梅

村
元
彦
さ
ん
（
72
歳
・
愛
知
県
春
日
井

市
）
の
作
品
を
大
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
決

定
。
ま
た
、
10
月
26
日
か
ら
宮
城
県
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
女
性
会
議

２
０
１
２
仙
台
」
に
は
、岩
浅
市
長
（
あ

な
ん
大
会
長
）
を
は
じ
め
50
人
が
参
加

し
、
次
期
開
催
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
阿
南
市
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
で
は
、
す
だ
ち
（
Ｊ
Ａ
あ
な
ん
提
供
）

や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
阿

南
市
を
紹
介
。
ま
た
、
全
国
か
ら
の
参

加
者
と
の
交
流
会
で
は
、
Ｐ
Ｒ
応
援
団

の
パ
ワ
ー
は
会
場
を
圧
倒
す
る
勢
い
で
、

「
ち
い
さ
な
ま
ち
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
に
温
か
い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
来
年
の
会
議
で
は
全
国
か
ら
約
２
千

人
を
お
迎
え
し
温
か
い
お
も
て
な
し
を

す
る
こ
と
で
、
良
い
思
い
出
を
持
っ
て

帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

阿南の元気を全国に発信！

閉会式であなん大会を PR する渡辺実行委員長

交流会で岩浅市長がスピーチする様子

成功させよう！   全国大会 2013年
10月 「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」



♣ ホール
　10：00　　　開会宣言
　10：30 〜　　人権劇

♣ ホワイエ
　☆人権啓発標語・ポスター優秀作品展示
　☆人権絵はがき・人権の花運動ポスター展示
　☆人権擁護委員コーナー
　☆男女共同参画コーナー

♣ 視聴覚室・研修室
　☆ふれあいのまちづくりフェア
　　作品展・バザー（11：00〜）
　☆いのちを守る木造住宅耐震相談

♣ ロータリー
　☆飲食物販売等（11：00〜）

♣ 富岡公民館
　☆子どものための特設人権相談所
　☆法務局くらしの相談
　☆手話教室　

第16回 阿南市人権フェスティバル
テーマ　「明るく住みよいまちづくり」

 第14回 ふれあいのまちづくりフェア
同時開催

日　 時　12月２日㈰　10：00～14：00
場　 所　文化会館（夢ホール）・富岡公民館
人権劇　10：30～11：30
　出 演　徳島県立海部高等学校演劇部
　演 目　「魚」（吉田道雄作）

問い合わせは　人権・男女参画課（☎22－3094）へ 

〈出演団体紹介〉
海部高校は創立９年目の新し
い学校です。演劇部も本格的
に活動を始めてまだ４年目で
すが、観客の皆さまに「熱」
を届けられる舞台をめざし練
習をしています。

海部高校文化祭公演風景

問い合わせは　文化振興課  （☎22ｰ1798） へ
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平
成
25
年
10
月
に
、
阿
南
市
（
徳
島

県
・
勝
浦
町
と
合
同
）
で
「
歴
史
の
道
」

の
保
存
と
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
全
国
歴
史
の
道
会
議
」
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
12
回
を
数
え
る

こ
の
会
議
は
、
全
国
の
「
歴
史
の
道
保

存
整
備
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

町
村
の
担
当
者
の
研
修
の
場
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方
に
も

広
く
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
阿
南
市
に
所
在
す
る

「
歴
史
の
道
」
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
会
議
に
向
け
て
の
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
日
程
等
く
わ
し
く
は
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
遍
路
道

　
遍
路
道
は
四
国
４
県
に
ま
た
が
る
巡

礼
道
で
、
総
延
長
約
１
４
０
０
㌔
あ
り

ま
す
。
平
成
22
年
８
月
５
日
に
、
阿
南

市
と
勝
浦
町
の
遍
路
道
の
一
部
が
四
国

で
初
め
て
国
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に

な
り
、
今
年
の
11
月
に
は
さ
ら
に
追
加

指
定
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　
阿
南
市
分
と
し
て
指
定
を
受
け
た
範

囲
は
、
古
道
と
し
て
の
景
観
が
よ
く
残

る
鶴
林
寺
か
ら
大
井
の
集
落
に
向
か
う

勝
浦
町
と
の
境
か
ら
大
井
集
落
手
前
の

砂
防
ダ
ム
ま
で
の
約
０
・
６
㌔
（
太
龍

寺
道
）
と
、
若
杉
の
集
落
か
ら
太
龍
寺

ま
で
の
約
１
・
２
㌔
（
太
龍
寺
道
）、
太

龍
寺
か
ら
か
つ
て
あ
っ
た
龍
の
岩
屋
に

向
か
う
遍
路
道
の
一
部
０
・
５
㌔
（
い

わ
や
道
）
の
総
延
長
２
・
３
㌔
で
す
。

ま
た
、
い
わ
や
道
の
一
部
と
平
等
寺
に

向
か
う
遍
路
道
の
一
部
の
２
・
８
㌔
が

追
加
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。（
11

月
16
日
現
在
・
左
図
参
照
）

　
次
回
は
、「
歴
史
の
道
（
遍
路
道
）」

の
魅
力
を
深
く
探
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

阿南市の「歴史の道」その魅力を紹介

「第12回全国歴史の道会議（徳島大会）」　 成功させよう！   全国大会

平成22年指定区分

将来、指定をめざす
ルート

平成24年度追加指定
区分



第
５
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時
　
12
月
25
日
㈫
　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所
　
文
化
会
館
１
階
　
視
聴
覚
室

講
師
　
東
京
医
療
保
健
大
学
　
准

教
授
　
渡
會
睦
子
さ
ん

演
題
　「
生
き
る
た
め
の
心
の
教

育（
性
教
育
）を
知
っ
て
、自
分（
こ

ど
も
）
の
心
と
体
を
守
ろ
う
～
性

感
染
症
の
予
防
を
中
心
に
～
」

※
託
児
あ
り
（
12
月
18
日
㈫
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

人
権
作
文
表
彰
式

日
時
　
12
月
９
日
㈰
　
午
前
10
時
～

場
所
　
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

　
人
権
作
文
部
門
は
各
部
門
最
優

秀
作
品
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
・
男
女

参
画
課
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）

ま
た
は
人
権
教
育
課
（
☎
22
‐

３
３
９
２
）
へ

野
球
の
ま
ち
阿
南

ま
ち
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

～
野
球
グ
ッ
ズ
の
展
示
会
～

　
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど
、
お
宝
野
球

グ
ッ
ズ
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
１
日
㈯
～
９
日
㈰

（
５
日
㈬
は
休
館
日
）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
　
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島

四
季
彩
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル
（
☎

０
８
８
‐
６
７
２
‐
７
１
１
１
）

問
い
合
わ
せ
は
　
野
球
の
ま
ち
推

進
課
（
☎
22
‐
１
２
９
７
）
へ

●阿南署管内平成24年10月分合計
※カッコ内は１月からの累計

交通
事故

件　　数 209件（2,226）

死　　者 0人 （2）

負 傷 者 28人 （302）

救急
件　　数 302件 （2,717）

搬送人員 292人（2,609）

火災
件　　数 2件 （26）

損 害 額 0千円（15,982千円）

あぶない！こんなに事故が

阿
南
光
の
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

展
示
コ
ー
ナ
ー　

●
光
の
ま
ち
阿
南
の
夏
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

日
時　

12
日
㈬
～
27
日
㈭
　
午
前

10
時
～
午
後
８
時
　

体
験
コ
ー
ナ
ー

●
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
体
験
（
有
料
）

日
時　
８
日
㈯
　
午
後
１
時
～
３
時

申
込
締
切
日
　
12
月
５
日
㈬

●
パ
ス
テ
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵

を
描
こ
う
（
有
料
）　

日
時　
９
日
㈰
　
午
後
１
時
～
３
時

申
込
締
切
日
　
12
月
７
日
㈮

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
グ
ラ
ス
制
作
（
無
料
）　

日
時
　
９
日
㈰
　
午
前
10
時
～
５
時

申
込
締
切
日　

12
月
９
日
㈰

※
参
加
費
・
持
参
物
な
ど
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
光
の
ま
ち
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
☎
24
‐
３
１

４
１
）
へ

第46回衆議院議員総選挙及び
第22回最高裁判所裁判官国民審査

選挙期日　12月16日㈰
　期日前投票　12月５日㈬～15日㈯
　※期日前投票所は阿南ひまわり会館です。
　問い合わせは　選挙管理委員会事務局
　　　　　　　　（☎ 22―3791）へ

12 月
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◆申込資格等　次の①～④にすべて該当する方。
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど居

住に困っていると認められる方。
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場合は、

入居を指定した日から 3 カ月以内に結婚し、同居できる方に
限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方。
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと。

◆申込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（住宅建築課備え付け）。
　※申込書には押印が必要。
②入居希望者全員の住民票。
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与支

払明細書）など）。
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類。

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は受

け付けできません。
②書類審査後、希望する住宅を1 つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選によ

り決定します。
④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り消しま

す。また、申込み後、入居までに同居親族の変更（出産、死
亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その申込みを無
効とします。

◆受付日時　12月13日㈭・14日㈮　9：00～17：00
◆抽選日　 12月25日㈫・26日㈬　※抽選がある場合のみ
◆入居予定日　平成25年２月１日㈮

※家賃、敷金、収入基準などさまざまな条件や制約があります
ので、くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　住宅建築課（☎22－3431）へ

　次の市営住宅への入居者を募集します。

〈一般募集住宅〉　

住 宅 名 所 在 地 戸　数 間　取
中　川　原 横見町中川原 １ ２DK

西　　　方 長生町西方
１ ２LDK
１ ３DK

橘 橘町幸野 １ ３DK
赤　　　池 那賀川町赤池 ２ ３DK

市営住宅入居者募集



　今や、海外のメディアからも注目される阿南の光のまちづくり。その
始まりは、阿南青年会議所の皆さんによる手作りのイベントからでした。
　市民ボランティアの力で育てた輝かしき10年の足跡と今後の展望を、
光のまちづくりをリードするお二人に語っていただきました。
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10
年
を
ど
う
振
り
返
り
ま
す
か
。

山
本
　
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
ね
。

板
東
　
同
感
で
す
。
あ
あ
す
れ
ば
よ

か
っ
た
な
ど
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
が
本
当

に
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　

活
動
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
。

山
本
　
２
０
０
２
年
12
月
、
阿
南
青
年

会
議
所
が
牛
岐
城
趾
公
園
に
３
万
個
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
以
前
に
も
、
浜

の
浦
公
園
で
小
規
模
な
光
の
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
い
ま
し
た
が
…
。
２
０
０
０
年

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
を
主
体
的
に

企
画
し
た
の
も
青
年
会
議
所
で
、
そ
の

頃
か
ら
徐
々
に
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
阿
南
商
工
会
議
所
青

年
部
も
加
わ
り
光
の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

板
東
　
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
私
は

２
０
０
３
年
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
当
時
の
活
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
様
子
が
今
で
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。「
予
算
は
な
い
け
ど
、

や
る
気
は
あ
る
。
何
と
か
阿
南
市
を
よ

く
し
た
い
」
っ
て
感
じ
で
ね
。

　
　
基
板
の
製
作
に
大
変
苦
労
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

板
東
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
だ
け
で
は
光
ら
な
い

わ
け
で
す
か
ら
。
基
板
へ
の
は
ん
だ
付

け
作
業
を
３
万
個
分
し
た
と
い
う
の
を

聞
い
て
、
こ
れ
は
本
気
だ
な
と
。
そ
れ

で
私
も
参
加
す
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
市
の
職
員
の
方
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
阿
南
高

専
の
学
生
も
夜
遅
く
ま
で
手
伝
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

山
本
　
作
っ
て
も
、
作
っ
て
も
、
な
か

な
か
全
体
像
が
見
え
て
こ
な
く
て
、
途

中
、
何
度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
延
べ
１
５
０
０
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
し
て
「
ア
ナ
ン

ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
」
を
作
り
上
げ
、
翌

年
に
は
述
べ
２
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
で
「
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
点

灯
さ
れ
た
瞬
間
は
本
当
に
感
動
し
ま
し

た
ね
。２
０
０
４
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

10
日
間
で
24
万
７
千
人
も
の
人
々
が
訪

れ
た
ん
で
す
よ
。

板
東
　
い
や
ぁ
、
あ
の
時
の
感
動
は
今

で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
よ
。

　
　
「
ア
ナ
ン
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
」
や

「
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
」
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
何
を
モ
チ
ー
フ
に
。

板
東
　「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
ヒ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、
街
並
み

の
背
景
を
演
出
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
主
役
に
な
れ
る
こ
と
を
全
国
に
知

ら
し
め
ま
し
た
。
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
光
は

豆
球
で
、
ろ
う
そ
く
の
よ
う
に
温
か
み

の
あ
る
黄
色
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
は
、青
や
白
、緑
色
と
い
っ

2005年

光マンダラクリスマス
（橘港中浦緑地公園）

2002年

イルミネーション（３万個）

2004年

光マンダラドーム３基 （50万個）

2003年

アナンミルキーウエイ （30万個）

市民ボランティアの力で育てた

｜｜

｜

｜
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た
鮮
や
か
で
鋭
い
光
で
す
。
ま
さ
に
星

で
す
。
そ
れ
な
ら
、
つ
る
せ
ば
銀
河
系

の
よ
う
な
世
界
が
楽
し
め
る
の
で
は
な

い
か
と
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
が
「
ア
ナ
ン

ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
」
で
す
。
当
時
、
ル

ミ
ナ
リ
エ
は
25
万
個
の
電
球
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、「
ア
ナ
ン
ミ
ル
キ
ー

ウ
エ
イ
」
で
は
30
万
個
が
、「
光
マ
ン

ダ
ラ
ド
ー
ム
」
で
は
全
部
で
50
万
個
も

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
　
日
亜
化
学
工
業
様
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球

を
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
世
界
で

阿
南
だ
け
し
か
な
い
ド
キ
ド
キ
す
る
光

の
世
界
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
確

信
め
い
た
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
個
人

的
な
意
見
に
な
り
ま
す
が
、
板
東
先
生

の
デ
ザ
イ
ン
力
に
は
こ
だ
わ
り
ま
し
た

ね
。

板
東
　
い
や
ぁ
、そ
う
言
わ
れ
る
と
…
。

そ
れ
と
「
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
」
で
す

が
、
以
前
か
ら
ド
ー
ム
型
の
も
の
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
目
に
留
ま
っ
て
製
作
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
神
戸
ル
ミ

ナ
リ
エ
」
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
来

た
幻
想
的
な
光
の
芸
術
で
あ
る
の
に
対

し
、
ド
ー
ム
の
中
に
い
る
と
心
が
癒
や

さ
れ
る
曼
陀
羅
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
「
光
マ
ン
ダ
ラ

ド
ー
ム
」と
命
名
し
ま
し
た
。オ
ブ
ジ
ェ

用
の
基
板
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
や
、
行

政
、
民
間
企
業
の
支
援
も
後
押
し
と
な

り
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
は
す
ご
か
っ
た
。
一
か
ら
手
作

り
と
い
う
の
は
ほ
か
に
類
を
見
な
い
傑

作
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
汗
が
染

み
込
ん
だ
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
、
東
京
や

大
阪
、
韓
国
な
ど
で
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
ね
。

山
本
　
す
べ
て
の
始
ま
り
は
、
日
経
ト

レ
ン
デ
ィ
２
０
０
５
年
３
月
号
で
、
阿

南
の
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
、

そ
の
記
事
を
見
た
東
京
ド
ー
ム
の
社
員

か
ら
阿
南
商
工
会
議
所
に
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。「
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
」
が

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
案
に

ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
と
か
。
時
を
同
じ
く

し
て
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際

展
示
場
）
で
「
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
」

を
展
示
す
る
機
会
が
あ
り
、
現
地
で
直

接
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
話

は
と
ん
と
ん
拍
子
に
運
び
、そ
れ
以
来
、

８
年
間
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

板
東
　
も
う
８
年
に
な
り
ま
す
か
。
す

ご
い
で
す
ね
。
普
通
な
ら
数
年
で
飽
き

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。

山
本
　
あ
れ
か
ら
２
、３
年
の
う
ち
に

阿
南
の
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。
偶
然
に
偶
然
が
重
な
り

阿
南
の
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
こ
こ
ま
で

広
が
っ
た
こ
と
に
、
不
思
議
な
縁
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
関
西
空
港

や
生
駒
山
上
遊
園
地
な
ど
に
も
展
示
し

ま
し
た
し
、
東
京
ド
ー
ム
の
つ
な
が
り

で
韓
国
に
も
…
。

板
東
　
ラ
ク
ー
ア
（
東
京
ド
ー
ム
に
併

設
さ
れ
た
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
）
の
年
間
入

場
者
数
は
何
人
で
し
た
か
。

山
本
　
年
間
１
２
０
０
万
人
く
ら
い
。

板
東
　
少
な
く
と
も
こ
れ
だ
け
の
人
々

が
毎
年
、
阿
南
の
光
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
を
目

に
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
宣
伝
効

果
は
大
き
い
で
す
よ
ね
。

　
　
「
キ
ラ
キ
ラ
ド
ー
ム
」
や
「
阿
南

光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
」
と

い
っ
た
常
設
施
設
が
で
き
た
こ
と
で
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
の
で
は
。

板
東
　
光
の
ま
ち
づ
く
り
も
地
に
着
い

た
と
い
う
感
が
あ
り
ま
し
た
。
大
し
た

こ
と
な
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
っ
て
す
ご
い
こ
と
な

ん
で
す
よ
。

山
本
　
そ
う
い
え
ば
、
先
日
、
青
色
申

告
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
あ
り
、
懇

親
会
会
場
に
行
く
途
中
に
牛
岐
城
趾
公

園
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
も
の
す
ご

2009年

スフィア

2008年

光マンダラドームとアナンミルキーウエイ

2006年

東京ドームシティに展示

2007年

韓国ソウル市で展示

日時　12月23日㈷～ 25日㈫　18：00～22：00
場所　牛岐城趾公園・光のまちステーションプラザほか
問い合わせは　阿南光のまちづくり実行委員会（阿南商工会議所内）

　　　　　　　（☎ 22‐2301・FAX23‐5717）へ

“ANAN Luminous Town Project 2012 X’mas”

LEDの幻想的な光のなかで「愛」を…
P r o f i l e
1962年生　富岡町在住
阿南青年会議所や阿南商工会議所
青年部活動を通じて地域活性化に
精力的に取り組んでいる。2008
年から阿南光 のまちづくり実行
委員会委員長を務める。

山本 史夫 さん Y a m a m o t o  F u m i o

｜

｜
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い
反
響
が
あ
っ
て
、
逆
に
こ
ち
ら
が

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。「
特
別
な
時
で

な
い
と
見
れ
な
い
」
と
い
う
の
が
感
想

で
し
た
。私
た
ち
が
見
慣
れ
た
風
景
も
、

県
外
の
人
に
は
新
鮮
で
魅
力
あ
る
も
の

に
映
る
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

板
東
　
そ
う
そ
う
、
私
た
ち
が
気
づ
い

て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
県

外
の
人
の
評
価
は
、
私
た
ち
の
想
像
以

上
に
高
い
よ
う
で
す
。

　
　

牛
岐
城
趾
公
園
は〝
恋
人
の
聖
地
〟

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
誰
の

発
案
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

板
東
　
そ
れ
は
山
本
さ
ん
で
し
ょ
う
。

山
本
　
あ
れ
は
、
恋
人
の
聖
地
に
認
定

さ
れ
る
１
年
く
ら
い
前
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
福
島
県
須
賀
川
市
に
あ

る
「
翠
ヶ
丘
公
園
」
で
、
結
婚
式
や
プ

ロ
ポ
ー
ズ
と
い
っ
た
企
画
で
ま
ち
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
、
調
べ
て
み
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に

出
会
っ
た
言
葉
が
「
恋
人
の
聖
地
」
で

し
た
。
幼
い
頃
か
ら
の
遊
び
場
だ
っ
た

牛
岐
城
趾
公
園
は
、
カ
ッ
プ
ル
が
よ
く

来
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

は
ま
だ
キ
ラ
キ
ラ
ド
ー
ム
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
恋
人
の
聖
地
と
い

う
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に

ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
と

夢
を
膨
ら
ま
せ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
私

が
か
か
わ
る
と
商
売
が
絡
ん
で
く
る
の

で
、
阿
南
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
が
そ

の
思
い
を
酌
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
恋
人
の
聖
地
に
ち
な
ん
だ
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
阿
南
の
光
の
ま
ち
づ

く
り
を
ど
う
描
い
て
い
ま
す
か
。

板
東
　
さ
き
ほ
ど
、
私
の
デ
ザ
イ
ン
力

へ
の
期
待
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
が
、

私
一
人
で
は
や
は
り
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
な
か
、
造
形
作
家
の
二ふ

た

名な

良よ
し

日ひ

さ
ん
が
阿
南
市
特
産
の
竹
と
融
合

さ
せ
た
新
し
い
光
の
世
界
を
つ
く
り
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。
光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー

ム
の
よ
う
な
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
然
の
香
り
や
手
作
り
の
温
も
り

を
感
じ
ま
し
た
ね
。
光
の
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
を
考
え
る
時
、
派
手
さ
や
規
模

だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
原
点

に
立
ち
返
っ
て
市
民
参
加
型
の
活
動
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
の
が
今
の
時
代
に
即

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
10
年
と
い

う
節
目
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り

ま
す
ね
。

山
本
　
そ
う
で
す
ね
。
二
名
さ
ん
は
、

「
手
作
り
で
も
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
も

の
が
で
き
る
」
と
い
う
、
い
い
お
手
本

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
光
の

ま
ち
づ
く
り
に
は
２
つ
の
楽
し
み
方
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
今

年
は
ど
ん
な
光
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
期

待
。
も
う
一
つ
は
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
魅
力
あ
る
企
画
づ
く
り
で
す
。
今
夏

の
「
等
身
大
竹
人
形
」
づ
く
り
で
は
、

阿
南
市
竹
人
形
伝
承
会
の
皆
さ
ん
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な

物
で
も
多
く
の
人
が
か
か
わ
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
光
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。
光
の
イ
ベ
ン
ト
が
牛

岐
城
趾
公
園
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
取
組
が
あ
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

板
東
　
実
は
、
か
か
わ
り
始
め
た
頃
に

岩
浅
市
長
か
ら
言
わ
れ
た
「
イ
ベ
ン
ト

も
い
い
け
れ
ど
、
祭
り
に
し
て
よ
」
と

い
う
言
葉
が
ず
っ
と
胸
に
ひ
っ
か
か
っ

て
い
ま
し
て
…
。
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
の

よ
う
に
、
全
国
か
ら
光
の
祭
典
を
見
に

来
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
阿
南
市

を
夢
見
て
い
ま
す
。

山
本
　
お
国
自
慢
で
す
よ
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
光
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
誇
り

に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

板
東
　
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

P r o f i l e
1957年生　徳島市在住
武蔵野美術大学教授
2003年から阿南光のまちづくり
活動に参加。光のモニュメントの
生みの親。現在、阿南光のまちづ
くり協議会顧問を務める。

板東 孝明 さんB a n d o  t a k a a k i

｜

｜

2012年

等身大竹人形

2011年

ルミナスエールタワー

2010年

光と竹のコラボレーション

2009年

スフィア

日時　12月23日㈷～ 25日㈫　18：00～22：00
場所　牛岐城趾公園・光のまちステーションプラザほか
問い合わせは　阿南光のまちづくり実行委員会（阿南商工会議所内）

　　　　　　　（☎ 22‐2301・FAX23‐5717）へ

“ANAN Luminous Town Project 2012 X’mas”

LEDの幻想的な光のなかで「愛」を…

写真提供：阿南光のまちづくり協議会



防犯灯と海抜表示板が
寄贈される

　明るく安全・安心なまちづくりに貢献する「よんでん
グループふれあい旬間」の一環として、四国電力㈱徳島
支店阿南営業所様からＬＥＤ防犯灯20灯と海抜表示板
15基が寄贈されました。10月23日に市長公室で行われ
た寄贈式で、阿南営業所所長の堤　恒敏様から岩浅市長
に目録が手渡されました。“ 津波に注意 ” と書かれた海
抜表示板は、市内15カ所の電柱に設置される予定です。
　また、市内の防犯灯数は、寄贈された20灯を含め5,869
灯になりました。ご寄贈ありがとうございました。

プロに学べ！山口座木偶保存会が
三番叟を本格的に稽古

　伝統芸能「三番叟」の保存活動に取り組む山口座木偶
保存会の皆さんが、人形遣いの基本や精神を学び、その
魅力を後世に伝えようと、人形遣いの勘緑さん（三好市
出身・大阪市在住）から指導を受けることになり、11月
14日、山口コミュニティセンターで初稽古が行われま
した。稽古は２時間近く行われ、日本の伝統芸能特有の
足運びや身のさばき方、人形の見せ方や動かし方など、
基本的な所作を学びました。同保存会会長の多田康文さ
ん（72歳）は、「脈々と受け継がれてきた伝統芸能をよ
りいい形で後世に受け継ぎたい。本格的な指導を受けら
れることは会員のやりがいにもつながります。」と抱負
を語っていました。

成人大学受講生が神戸市で
防災研修

　第36回成人大学の受講生75人が、阪神淡路大震災の
記録や教訓を学び防災の大切さについて考えようと、10
月21日、「人と防災未来センター（神戸市）」などを見
学しました。震災追体験フロアで地震の凄まじさを体感
した矢野秀敏さん（橘町）は、「普段から減災や耐震化
などについて考えておくことが大切。発災当時の体験談
をお聞きし、 “ 備えあれば憂い無し ” の言葉が印象に残
りました。」と話していました。今年度の講座は、平成
25年2月21日まで残り４回開催される予定です。

心温まる特別な一日に

　適応指導教室 ｢ふれあい学級｣ の秋の祭典「きて、
みて、ふれあい祭」が、11月２日、阿南市社会福祉会館
で開催され、作品展や演奏会などが催されました。会場
には、平成23・24年度の活動を写真で振り返るコーナー
や書道、手芸品などの展示コーナーが設けられたほか、
児童・生徒が作ったかわいらしい手芸品が出品されたバ
ザーも行われました。また、フラダンスやコカリナなど
の演奏会や児童・生徒による皿回しもあり、訪れた人々
は温かい拍手を送っていました。「思ったより多くの方
が見に来てくれてうれしかった。」と児童・生徒の皆さ
ん。指導主任の日根美野子さんは、「自信と夢をもって
これからの人生を楽しく歩んでいきましょう。」と、温
かいまなざしを送っていました。

ニュースオアシス
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図書館まつりで「音楽影絵」を上演
親子の触れ合いや本を読むきっかけに

　秋めく10月27日、コスモホールで「あなん図書館ま
つり2012」が開催されました。催しでは、ドルチェ・
ヴィータによる生演奏や、影絵劇団「かしの樹」による
音楽影絵劇「100万回生きたねこ」が上演され、訪れた
約600人の親子は、照明効果や遠近法を駆使したカラフ
ルな影絵を楽しみながら、温かみのある生の語りやピア
ノ・チェロ・バイオリンの美しい音色に耳を澄ませてい
ました。影絵劇団「かしの樹」の岡田 允さんは、「親子
のふれあいや、本を読むきっかけにしてほしいです。」
と話していました。

徳島県の最終的な津波被害予測による
地震・津波対策を協議

　10月31日に徳島県から「徳島県の最終的な津波浸水
予想」が公表されたことを受け、市ではさっそく地震・
津波対策会議を開き、津波浸水想定に考慮した諸条件や
拡大した浸水エリアなどを確認しました。最大規模とし
て想定された津波浸水予測は、今年８月に内閣府が想
定した11ケースのうち、徳島県にもっとも影響する４
ケースの最大値を抽出し、最大クラスの津波が悪条件下
において発生した場合の浸水域や浸水深が想定されてい
ます。市では、新想定の内容をさらに精査し、津波避難
マニュアルや津波ハザードマップの策定を本格的に進め
ることにしています。なお、県から公表された資料は、
支所、住民センター、公民館に備え付けていますので、
ご覧ください。

市道山路深瀬線の
災害復旧工事始まる

　平成23年9月に襲来した台風12号の影響で、橋の一部
が流失した市道山路深瀬線（中央橋）の復旧工事が、11
月から本格的に始まりました。中央橋は、地元住民の生
活道や通学路であることから、市では早期の復旧が必要
と判断。国に対して公共土木施設災害復旧事業の申請を
行い、同年10月25日の災害査定において事業採択され
ました。
　工事費は約9,700万円で、平成25年3月末の完成を予
定しています。

お笑いコンビが恋のキューピッド役！
キャンパスボーイが婚活応援大使に

　徳島県住みます芸人 “ キャンパスボーイ ”（右・西浦
直之（25歳）・清水啓史（24歳））が、「阿南ｄｅ愛隊」
の婚活応援大使を務めることになり、11月５日、市長公
室で任命式が行われました。吉本興業所属のお笑い芸人
が市の婚活を応援するのは全国で２例目。県内では初め
てです。お二人は、「こんな大役を引き受けるのは初め
てで少し緊張していますが、キューピット役には自信が
あります。お笑いで阿南市の婚活を盛り上げていきま
しょう。」と意気込みを語っていました。初仕事は12月
24日に牛岐城趾公園で行われるクリスマスイベントの
司会。人気上昇中のお笑いコンビが恋愛成就をどう演出
してくれるのか、今後の活躍に期待が高まります。
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  ■米良美一　クリスマス・リサイタル
 　～星々が集う夜空と人の心に届け愛の歌～ 

日　時　12月21日㈮　
　　　　19：00開演（18：00開場）
場　所　夢ホール（文化会館）
※無料託児室あり
（１週間前までに要申込み）
問い合わせは　
文化会館（☎21‐0808）へ

 ■劇団四季ファミリーミュージカル
　 「ガンバの大冒険」　チケット販売
『仲間を信じて立ち上がれ！』恐ろしいイタチ・ノ
ロイ一族に襲われた島のネズミたちを守るため、
町ネズミのガンバたちが大海原へ冒険の旅に出ま
す。手に汗握る冒険ミュージカルがわたしたちの
街にやってきます。
日　時　平成25年２月17日㈰　19：00開演
場　所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　全席指定　
　　　　Ｓ席 4,000円
　　　　Ａ席 3,500円（車椅子・親子席含む） 
　　　　補助席3,000円　※３歳未満は入場不可
チケット販売日　12月8日㈯～
チケット販売場所　情報文化センター
※発売初日は１人１回５枚まで購入可
問い合わせは　情報文化センター（☎44‐5000）へ
　 ■ 一青　窈「ＴＯＵＲ（ツアー）2013 」
日　時　平成25年2月23日㈯　18：00開演
場　所　市民会館　大ホール
入場料　5,900円（全席指定）
　　　　※当日500円増し
チケット販売日　12月8日㈯～
チケット販売場所　市民会館、
アピカ、フジグラン阿南、平惣
阿南センター店ほか
※発売初日は１人１回５枚まで購入可
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

 ■ＢＥＧＩＮ（ビギン）　「トロピカルフーズツアー」
代表曲『涙そうそう』でお
なじみ、石垣島出身のア
コースティックバンド「Ｂ
ＥＧＩＮ」。この度ニュー
アルバム『トロピカルフー
ズ』を携えての全国ツアー
を阿南市で開催します。

日　時　12月１日㈯　18：00開演（17：15開場）
場　所　市民会館　大ホール
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

 ■第10回夢ホールコンサート
県内外で活躍する演奏家の公募コンサートです。
多彩な演奏をお楽しみください。
日　時　12月15日㈯・16日㈰
　　　　いずれも 14：30開演
場　所　夢ホール（文化会館）
入場料　500円（2日とも入場可）
　　　　※高校生以下は無料
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児室あり（１週間前までに要申込み）
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文
化センターほか
※出演者の中からオーディエンス賞を決定し、来
春開催予定のロレアコンサートに出演していただ
きます。ご来場の皆さんが審査員です。
問い合わせは　文化会館（☎21‐0808）へ

 ■第15回クリスマスライブ
アマチュアミュージシャンによるライブを開催。
クリスマスソングも披露します。来場者にはクリ
スマスプレゼントを差し上げます。
日　時　12月16日㈰
　　　　13：00開演（12：30開場）
場　所　コスモホール
　　　　（情報文化センター）
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター
　　　　　　　（☎44‐5000）へ

あなん
カルチャー
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阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

領
主
と
領
民
⑴

　
　

鹿し
し

ケが

谷た
に

の
変

　
王
朝
の
力
が
衰
え
て
く
る
と
、
庄
園
領

主
が
朝
廷
の
命
令
に
従
わ
な
く
な
る
一

方
、
武
士
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。
ま
ず

平
家
が
政
権
を
握
っ
た
。

　
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
大
河
ド
ラ
マ
で
は

「
平
清
盛
」を
放
映
し
て
い
る
。と
に
か
く
、

人
物
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
出
て
き
て
歴
史
の
専
門

家
で
も
人
間
関
係
、
筋
書
き
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
ま
し
て
一
般
の
人
に
と
っ
て
は

退
屈
の
よ
う
だ
。だ
か
ら
視
聴
率
は
低
い
。

登
場
人
物
を
せ
め
て
半
分
に
削
れ
ば
多
少

分
か
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
ド
ラ
マ
の
主
人
公
清
盛
が
、
わ
が

国
で
初
め
て
武
家
政
権
を
確
立
し
た
男
だ
。

　
し
か
し
、「
平
家
に
あ
ら
ず
ん
ば
人
に

あ
ら
ず
」
の
横
暴
さ
が
い
つ
ま
で
も
続
く

わ
け
が
な
い
。

　
陽
の
当
た
る
場
所
に
い
る
の
は
一
握
り

の
者
だ
け
で
、
多
く
は
日
陰
の
存
在
だ
。

か
つ
て
平
家
の
思
願
を
受
け
た
者
で
も
不

平
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
そ
こ
で
起
き
た
の
が
「
鹿
ケ
谷
の
変
」

（
治
承
元
‐
一
一
七
六
年
）
だ
。
平
家
打

倒
の
密
議
に
参
加
し
た
者
は
藤
原
成
親
、

平
康
頼
、
多
田
行
綱
、
僧
俊
寛
、
僧
西
光

ら
だ
。
黒
幕
は
後
白
河
法
皇
だ
。
し
か
し
、

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
河
内
源
氏
多
田
行
綱

の
密
告
に
よ
っ
て
一
味
は
捕
え
ら
れ
た
。

多
く
は
斬
ら
れ
、
康
頼
、
俊
寛
は
鬼
界
ヶ

島
（
鹿
児
島
県
）
へ
流
さ
れ
た
。
や
が
て

康
頼
は
許
さ
れ
て
島
を
離
れ
た
が
、
俊
寛

は
取
り
残
さ
れ
た
。

　
　

藤
原
師
光

　
西
光
（
藤
原
師
光
）
は
阿
波
郡
柿
原
の

出
身
で
、清
盛
の
面
前
で
罵
倒
し
た
た
め
、

口
を
裂
か
れ
て
殺
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
清
盛
は
己
れ
の
代
官
名
西
郡

桜
間
城
主
田
口
成
良
（
民
部
大
輔
、
平
家

方
四
国
総
大
将
）
に
命
じ
て
西
光
の
本
拠

柿
原
を
攻
め
さ
せ
た
。
子
の
広
長
を
宮
川

内
谷
で
自
殺
さ
せ
て
い
る
。

　
話
は
前
後
す
る
が
、
源
義
経
が
阿
波
へ

上
陸
し
た
時
、
道
案
内
し
た
の
が
西
光
の

六
男
近
藤
六
親
家
で
あ
る
。

　
平
康
頼
は
源
頼
朝
が
天
下
を
と
っ
た
時

（
文
治
二
‐
一
一
八
六
年
）
阿
波
国
麻お

殖え

保ほ

の
保
司
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
　

佐
々
木
氏
・
小
笠
原
氏

　
頼
朝
は
天
下
を
と
っ
た
後
、
文
治
元
年

全
国
に
守
護
・
地
頭
を
置
き
、
佐
々
木
経

高
を
阿
波
国
守
護
と
し
た
。
経
高
は
石
井

町
鳥と

っ

坂さ
か

を
居
域
と
し
た
。

　
承
久
元（
一
二
一
九
）年
い
わ
ゆ
る「
承

久
の
変
」
が
起
き
た
。
正
月
に
将
軍
実
朝

が
殺
さ
れ
、
頼
朝
の
妻
政
子
の
実
家
北
条

氏
が
政
権
を
掌
握
し
た
。

　
佐
々
木
経
高
の
子
高
重
は
京
都
で
捕
え

ら
れ
て
斬
首
。
経
高
は
自
殺
し
た
。

　
北
条
氏
に
よ
っ
て
阿
波
国
守
護
に
信
濃

の
小
笠
原
長
清
が
任
命
さ
れ
た
。
長
清
は

井い
の
く
ま
の
し
ょ
う

隈
荘
（
勝
瑞
）
に
守
護
所
を
置
い
た
。

　
長
清
は
入
国
後
、
佐
々
木
氏
の
討
伐
を

行
っ
た
。
経
高
の
子
高
範
、
高
廉
を
弓
折

（
神
山
町
）
ま
で
追
い
詰
め
、
こ
こ
で
自

殺
さ
せ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝瑞城跡

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

12
月
の
休
館
日
　

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
25
日
㈫
、

29
日
㈯
〜
31
日
㈪

ふ
た
ご
座
流
星
群
観
望
会

　
13
日
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
「
ふ
た
ご
座

流
星
群
」
の
観
望
会
を
実
施
し
ま
す
。
当

日
は
並
行
し
て
大
型
望
遠
鏡
で
の
木
星
観

望
も
行
い
ま
す
。（
申
込
不
要
）

日
時
　
12
月
13
日
㈭
　
午
後
７
時
30
分
～

９
時
　
※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、高
校
生
２
５
０

円
、小
中
学
生
２
０
０
円
、幼
児
無
料

お
も
し
ろ
実
験
（
無
料
）　

　
テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午

後
２
時
20
分
～

科
学
の
広
場
（
無
料
）　

　
子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
を
中
心
に

実
施
し
ま
す
。

日
時　

冬
休
み
中
の
午
前
10
時
～
、
午
後

１
時
30
分
～

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

「
今
夜
の
星
空
と
宇
宙
の
広
が
り
の
お
話
」

日
時
　
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
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夢
？
趣
味
？
道
楽
？
　

　
　

　
私
は
釣
り
が
好
き
だ
。
子
ど
も

の
頃
、
近
く
の
川
で
よ
く
釣
り
を

し
た
。
成
人
し
て
し
ば
ら
く
忘
れ

て
い
た
が
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
た

の
を
機
に
磯
釣
り
の
魅
力
に
は

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
会
社
で
同

好
会
を
結
成
し

て
、
大
会
を
開

い
た
り
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
従
兄
弟

が
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
を
購
入

し
た
。
船
釣
り

に
誘
わ
れ
た
私
は
、
す
ぐ
に
そ
の

醍
醐
味
に
取
り
付
か
れ
、
自
分
も

マ
イ
ボ
ー
ト
が
欲
し
く
な
り
、
小

型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
を
取
っ

た
。
そ
ん
な
私
に
妻
は
、「
道
楽

も
い
い
か
げ
ん
に
し
て
。
台
風
や

津
波
の
時
は
ど
う
す
る
の
。
沖
で

遭
難
し
た
ら
…
」
と
反
対
。
そ
れ

で
も
、
私
は
妻
に
内
緒
で
ボ
ー
ト

を
購
入
し
た
。

　
妻
に
船
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に

誘
っ
た
。「
あ
れ
が
伊
島
だ
よ
、

こ
こ
が
阿
部
、
伊
座
利
…
」
と
教

え
な
が
ら
周
遊
を
楽
し
ん
だ
。
し

か
し
、
少
し
船
を
泊
め
る
と
途
端

に
船
酔
い
が
ひ
ど
く
な
り
、「
二

度
と
船
は
嫌
だ
。」
と
言
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。

　
船
は
だ
め
で
も
、
波
止
釣
り
な

ど
は
大
好
き
な
妻
。
料
理
の
腕
前

も
確
か
で
、
私

が
釣
っ
て
き
た

魚
は
、
妻
の
手

に
よ
っ
て
我
が

家
の
食
卓
を
レ

ス
ト
ラ
ン
に
変

え
て
く
れ
る
。

　
私
の
夢
は
、

妻
と
２
人
で
瀬
戸
内
海
を
周
遊
す

る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
マ
イ
ボ
ー
ト

で
。
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
妻

し
だ
い
。
車
や
家
、
土
地
は
、
大

き
い
ほ
ど
税
金
も
高
く
な
る
が
、

夢
は
ど
ん
な
に
大
き
く
て
も
税
金

は
か
か
ら
な
い
。
い
く
つ
に
な
っ

て
も
夢
を
持
っ
て
い
た
い
も
の
だ
。

　
次
は
、
見
能
林
町
の
池
添
哲
哉

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

新野町

井原 稔喜さん
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短
　
歌	

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
作
品

 

清
　
　
喜
恵

夫
の
喜
寿
祝
い
に
集
い
て
き
し
子
等
は
尾
燈
灯
し

て
早
も
帰
り
ぬ

 

西
崎
ま
き
子

「
じ
ゃ
ま
た
ね
」
ま
た
の
あ
る
日
を
疑
は
ず
夕
焼

け
い
ろ
の
店
に
手
を
振
る

 

松
島
　
博
子

桜
よ
り
す
み
れ
色
へ
と
移
る
空
螺ら

鈿で
ん

細
工
の
星
が

あ
ら
わ
る

 

程
野
　
　
茂

藤
棚
を
組
立
て
し
家
は
県
道
沿
い
車
よ
り
見
る
そ

の
伸
び
具
合
い

 

近
藤
美
智
子

末
枯
れ
野
に
目
覚
め
し
土
筆
は
春
を
呼
び
袴
ま
と

い
て
背
く
ら
べ
を
す
る

 

山
根
千
代
美

ゆ
っ
た
り
と
陽
を
あ
び
歩
む
母
猫
の
枝
頭
の
さ
え

ず
り
耳
そ
ば
だ
て
る

 

三
好
　
　
薫

も
の
さ
が
し
又
し
て
い
る
と
額
の
中
ふ
く
み
笑
い

の
夫
は
見
て
い
る

俳
　
句	
阿
南
市
俳
句
連
合
会 

選

　
　
　
　
　
　
　
　 
川
田
　
政
子

種
袋
中
で
芽
を
切
る
命
か
な

 

　
　
松
村
み
ど
り

雨
風
の
予
報
聞
き
つ
つ
大
根
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
　 

安
部
み
ち
こ

大
空
の
果
て
ま
で
続
く
鱗
雲

　
　
　
　
　
　
　
　 

小
西
　
晴
美

眼
を
こ
ら
し
と
ら
へ
た
る
鷹
消
ゆ
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
野
　
極
童

初
孫
の
産
着
ま
ぶ
し
や
秋
祭

 

高
尾
　
房
枝

暴
風
雨
去
り
て
今
宵
の
月
清さ

や

か

　
　
　
　
　
　
　
　 

阿
部
　
勝
代

こ
れ
か
ら
も
二
人
三
脚
菊
日
和

 

久
米
　
千
草

深
む
秋
介
護
施
設
の
ま
た
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　 

品
川
　
重
晴

秋
晴
を
と
も
に
戴
き
釣
り
敵が

た
き

　
　
　
　
　
　
　
　 

青
木
　
　
慧

夕
闇
に
彩
あ
る
も
の
は
曼
殊
沙
華

川
　
柳	

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑 

選

 

湯
浅
　
三
子

そ
ろ
そ
ろ
と
煮
込
ん
だ
味
に
出
る
人
気

 

田
上
　
鶴
子

ふ
る
さ
と
が
変
わ
る
田
畑
が
減
っ
て
い
く

 

武
田
　
敏
子

出
雲
の
神
留
守
で
釣
書
が
行
き
詰
る

 

鈴
木
レ
イ
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ハ
グ
に
二
十
歳
が
照
れ
て
い
る

 

林
　
　
満
子

明
星
と
交
わ
す
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



年末年始のお休み
12月29日㈯～１月４日㈮

　休館中、ホームページからの本の予約、
貸出期限の延長は受け付けしています。
※予約された本がご用意でき次第、受取
館より連絡します。

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
4日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

5日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

6日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

11日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：10
橘 団 地 前 14：30～15：00

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
14日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00～14：40

山 口 分 館 前 14：50～15：20
18日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：15～14：45
19日 ㈬ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
20日 ㈭ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
25日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
26日 ㈬ 橘町旧井内新聞店前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

12 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00 ～ 18:00

土日は 17:00 まで
　 ☆ 休 　 　 　 ☆ 休 　 　 ★ 　 ☆ 休 　 　 ☆ 休 休 　 　 ★ 休 休 休

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

◎ ☆ 休 　 　 　 ◎ ☆ 休 　 　 　 ◎ ☆ 休 　 　 　 ◎ 休 休 　 　 休 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

☆ 休 　 ☆ 　 休 　 ☆ 休 　 ☆ 休 休 休 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

阿 南 図 書 館  　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第 2・第 4 木曜日）　10：30 ～ 11：00  

那賀川図書館  　　

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◎中学生によるピアノ演奏  
　毎週土曜日　10：00 ～（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　12月は休みます。

羽ノ浦図書館  
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

 図書館のクリスマス
☆冬休みおたのしみ会　〈阿南図書館・視聴覚室〉
　　12月22日㈯　14：00〜15：00
　　内容　人形劇「こんもり森のなかまたち」
　　　　　パネルシアター「かさじぞう」　ほか

☆クリスマスおはなし会　〈那賀川図書館・視聴覚室〉
　　12月16日㈰　14：00〜15：00
　　内容　パネルシアター「わたしのクリスマスケーキ」
　　　　　ミュージックベル「クリスマスソングメドレー♪」　
　　　　　ブラックパネルシアター「ピーターパン」　ほか

☆クリスマスおはなし会　〈羽ノ浦図書館・情報文化センター 3 階〉
　　12月22日㈯　14：00〜15：00
　　内容　大型絵本「ふゆのよるのおくりもの」
　　　　　ペープサート「あわてんぼうのサンタクロース」
　　　　　大型紙芝居「やさいのクリスマスおおさわぎ」　ほか

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。  阿南図書館　☎ 23‒2020
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移動図書館「わかたけ号」　12月の巡回日程



市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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ＡＳＫＰ１周年記念
スケートスクール 
日時　12月２日㈰　12：00～16：00
　　　※雨天の場合は9日㈰に延期
場所　羽ノ浦健康スポーツランド
　　　スケートボード場
対象　未経験者や初心者
　　　（性別、年齢制限なし）
内容　技術指導やゲーム
持参　ボードおよび保護具
参加費　無料（スポーツ保険加入済み）

 阿南スケートボード協会（ＡＳＫ）
　 萩野（☎090－5276－2508）へ

日本・モンゴル国交40周年記念作品
映画「モンゴル野球青春記」
製作協力券・前売り入場券

（阿南市内上映用）の販売
昨今の社会経済情勢の影響等から映画
製作に対する支援が少なく、本来この映
画の製作には5,000万円を要するところを
2,800万円に抑えるとともに、文化庁の補
助1,000万円のほか、映画会社が1,000
万円を支出し、映画製作にあたってきまし
たが、残りの800万円を調達しなければ
上映できない状況となっています。出費多
難な時に誠に申し訳ないこととは思います
が、モンゴルに野球場を建設した阿南市
（旧那賀川町）の国際協力を描いた映画
でもあり、阿南市を全国にＰＲする絶好
の機会です。皆さま方のご協力で成功に
結びつけたいと思いますので、よろしくお
願いします。

販売金額　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
販売場所　平惣書店、興南スポーツ店、
　　　　　タダスポーツ店
※映画上映実行委員会加入団体にも販売
を依頼しています。
上 映 日 程　 ▶平成25年６月８日・９日：
那賀川社会福祉会館▶６月15日・16日・
29日・30日：夢ホール▶７月６日・７日：
コスモホール※ 7 月中旬に阿南市および
周辺の都市で随時上映。

 映画「モンゴル野球青春記」上映実行
委員会事務局（市野球のまち推進課内☎
22－1297）へ

「おいしい空気で
おもてなし」
飲食店募集 
阿南保健所ではお客さまや従業員の健康
を守るために禁煙対策をしている飲食店
を応援しています。禁煙の積極的な取組
をしている阿南市、那賀町の飲食店経営
者の方はぜひ登録してください。
登録すると「おいしい空気でおもてなし
店」登録証とステッカー（上記イメージ）
を配布します。さらに希望店は徳島県ホー
ムページ等にお店の紹介を掲載します。
登録基準　①敷地内禁煙 ②建物内禁煙
　　　　　①②のいずれか。
※分煙、時間帯禁煙は登録の対象外
※登録は無料です。

 阿南保健所 健康増進担当
　 （☎28－9874）へ

高齢・障害・求職者雇用支援機構
職業訓練生募集
募集訓練課
　テクニカルオペレーション科、
　電気設備科、住宅リフォーム技術科
訓練期間　
　平成25年1月4日㈮～6月28日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申し込み
　　　をしている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　12月3日㈪まで

 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

若者の就労相談会 （予約制） 

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　12月20日㈭　13：00～17：00
場所　文化会館１階　工芸室

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

ＮＨＫ学園
生徒募集中 
募集　平成25年度高
等学 校普通科（3年
制）生徒および生涯
学習通信講座受講者
出願期間　
▶高等学校普通科　推薦入学
　平成25年1月18日㈮～24日㈭
▶高等学校普通科　一般入学・編入学
　平成25年1月25日㈮～4月30日㈫
▶生涯学習通信講座 : 通年申込受付
※まずは、無料案内書の請求を。

 ＮＨＫ学園（☎042－572－3151）
案内書請求フリーダイヤル（☎0120－06
－8881）へ

家事事件の手続が
新しくなります 
家事事件手続法とは
家事事件（家事審判およ
び家事調停に関する事件）の手続を定め
る法律です。国民に利用しやすく現代社
会に適合した家事事件の手続を定めるた
めに新たに制定されました。
新しく設けられた制度
▶原則として、申立書の写しが相手方に
送付される。▶事件の当事者であれば、
家事審判事件の記録を見たりコピーしたり
することが、原則として許可される。▶電
話会議・テレビ会議システムを利用するこ
とができる。
施行日　平成25年1月1日

 徳島家庭裁判所事務局総務課
　 （☎088－603－0111）へ

ホール
ボランティア
研修会
参加者募集
日時　12月15日㈯　11：30～12：30
場所　夢ホール（文化会館）
内容　ホール探検ミニツアーを実施。研

修後「夢ホールコンサート」の業務
に携わっていただきます。

対象　高校生以上
定員　10人程度
※参加費無料、要申込み。
※華美でない服装でお越しください。

 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ



栄養講座『野菜たっぷり！
ヘルシーバランス食』
日時　12月19日㈬　10：00～13：00
場所　那賀川社会福祉会館
対象　市内在住の40歳以上の方
　　　（募集定員30人）
内容　講義と調理実習
参加費　400円（調理実習費として）
申込締切日　12月10日㈪

 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　12月14日㈮　10：00～11：30
場所　那賀川社会福祉会館
講師　徳島大学 大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ　

初日の出を見て温泉に行こう！
蒲生田岬で初日の出を見た後は、温泉で
初風呂を楽しみませんか。
元日は午前７時から営業！

展示会開催
■絵画展　12月24日㈪まで
　「波の会」の皆さんの作品展です。
■写真展　12月25日㈫～
　四国で最初に初日の出が見られるスポッ
　ト蒲生田岬を紹介した作品展です。

特定健診を受けましょう
 
メタボリックシンドロームの該当者または
予備群の割合は、40～74歳の男性で2人
に1人、女性で5人に1人といわれています。
昭和13年4月1日～昭和48年3月31日生ま
れで、今年度の特定健診がお済みでない
方は受診してください。
実施期間　12月31日㈪まで

 保険年金課（☎22－1118）へ

 献血にご協力ください （12月）

※400ml献血のみの実施です。
 徳島県赤十字血液センター

　 （☎088－631－3200）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

7日㈮
加 茂 谷 運 送 ㈱ 楠 根 町 9：30～10：50
藤 崎 電 機 ㈱ 辰 己 町 12：40～14：00

10日㈪
阿 南 警 察 署

富 岡 町
9：30～11：10

四国電力㈱阿南営業所 12：40～14：10

20日㈭ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町
10：00～12：30
14：00～16：30

21日㈮ 日本電工㈱徳島工場 橘 町 13：30～16：00

26日㈬ 阿 南 市 役 所 富 岡 町
9：30～12：00

13：00～16：30

【12月の休館日】
3日㈪・10日㈪
17日㈪・25日㈫
28日㈮・29日㈯

かもだ岬温泉保養センター

 かもだ岬温泉保養センター （☎21－3030）へ

広報あなん２月号への掲載は
12月27日㈭までにお届けください。
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光のまちクリスマスイベント
ボランティア募集
日時　12 月初旬～中旬
　　　10：00～16：00で都合のよい時間
場所　牛岐城趾公園
内容　竹の等身大リース制作

 光のまちづくり協議会　湯浅
　 （阿南商工会議所内☎22－2301）へ

第17回阿南支援学校祭 
日時　12月8日㈯　9：30～14：30
場所　阿南支援学校（上大野町）
内容　▶表現の部（午前）：児童・生徒が

日頃の学習の成果を発表します。
▶催しの部（全日）：花の苗や野
菜の販売、陶芸・木工製品の展示
販売、ＰＴＡによる食品バザー（カ
レー、うどんなど）

※リサイクル品バザー、手工芸品は13：00
　から販売します。

 阿南支援学校（☎22－2010）へ

外国人のための
にほんご教室 @ 阿南高専
Let’s Learn Japanese at Anan
National College of Technology

日程　平成25年3月29日㈮までの
　▶月・木10：30～12：00、12：50～15：15
　▶水・金12：50～19：00
場所　本校国際交流室（図書館棟2階）
費用　無料
講師　阿南高専教員：城本春佳さん、外
　　　部講師：元木佳江さん、森 勇樹さん

 阿南工業高等専門学校国際交流室
　 （☎23－7155）へ

健康いきいき情報



麻しん風しん混合ワクチン接種は
済んでいますか？
現在、次の年齢の方を対象に麻しん風し
ん混合ワクチン接種を実施しています。予
防接種をしていない方や接種歴が不明の
方は、抗体が下がっている可能性がありま
すので、確認して接種してください。
【第１期】

１歳の誕生日～２歳の誕生日前日まで
【第２期】

平成18年４月２日～平成19年４月１日
生まれの方

◎平成20年度からの５年間の時限措置
【第３期】

平成11年４月２日～平成12年４月１日
生まれの方（中学１年生相当）

【第４期】
平成６年４月２日～平成７年４月１日
生まれの方（高校３年生相当）

※第２期～第４期対象の方は、平成25年
　３月31日までが無料期間です。

 保健センター（☎22－1590）へ

つどいの広場・すくすくin阿南
元保育士・幼稚園教諭による子育て相談
や子どもと保護者間の交流の場です。
時間　9：30～11：30
日程　14日㈮　桑野公民館
　　　26日㈬　福井公民館
　　　28日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
　4日㈫、7日㈮、11日㈫、18日㈫、
　21日㈮、25日㈫

 こども課（☎22－1593）へ

岩城クリニック
病児・病後児保育だより
クリスマス会を行います。
日時　12月15日㈯　14：00～15：00
場所　岩城クリニック３階　保育室

 岩城クリニック病児・病後児保育専用
　 （☎080－1998－7476）へ
　 ※受付時間は9：00～17：00

地域子育て支援センター12月

阿南ファミリー
サポートセンター

親子で楽しむクリスマスコンサート

日時　12月15日㈯　10：00～12：00
場所　ひまわり会館2階　大ホール
内容　楽しい音楽会、おたのしみ抽選会
　　　サンタさんからのプレゼント
対象　どなたでも
※入場無料、申込み不要
※サンタさんやアンパンマンたちと一緒に
　楽しい時間を過ごしましょう！

 阿南ファミリーサポートセンター
　 （☎24－5550）へ

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

年末年始閉所のお知らせ
12月27日㈭～平成25年1月4日㈮
※1月7日㈪から開所します。

 みんなのひろば ☎44－5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

4日㈫　「体が喜ぶ子どものおやつ作り」
講師：管理栄養士
　　　野間智子さん　※要予約

14日㈮　お正月飾りを作ろう
18日㈫　お誕生会
21日㈮　フラワーアレンジメント

講師：コスモスフレンズ
　　　小原邦子さん　※要予約

7日㈮・11日㈫・25日㈫　
　　　　うたってあそぼう

 にこにこひろば ☎42－0720
今津こどもセンター　平日 9：30 ～ 15：00

4日㈫　親子で楽しく
講師：ネイチャーゲームリーダー
　　　野本ふくみさん

11日㈫　クリスマス会
18日㈫　お誕生会・

クリスマスリース作り
25日㈫　お話のポケット・もうすぐお正月

 ふれあいひろば ☎27－1441
橘保育所
平日 8：30 ～ 12：00 ／ 14：30 ～ 16：00

4日㈫　三角帽子を作ろう
11日㈫　クリスマス会
18日㈫　お誕生会
25日㈫　おはなしだいすき

 なかよしひろば ☎21－2002
平島こどもセンター　平日 9：00 ～ 14：00

4日㈫　作って遊ぼう
11日㈫　クリスマス会と楽しいリトミック
　　　　 ※リトミックは要予約
18日㈫　お話のポケット・お誕生会
25日㈫　みんなで遊ぼう

おひさまひろば  平日 9：00 ～ 16：00

（※印＝要申込）
6日㈭　英語で遊ぼう
7日㈮　※高齢者とのふれあい会

10日㈪　発育計測・健康相談
12日㈬　※おひさまクリスマス
17日㈪～21日㈮　フリーマーケット
18日㈫　発育計測
20日㈭　※お誕生会
28日㈮　大掃除（午後休園）
※29日㈯～平成25年1月6日㈰まで休園

 那賀川子育て支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

12 月12 月
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子育て一言メモ

指しゃぶりをしからないで！
　指しゃぶりは幼児に多い習癖のひとつで
す。その原因はいろいろあると思いますが、
赤ちゃんだった頃、お母さんのおっぱいを
吸いながら安心して寝ていた感覚に似てい
るからかもしれません。指しゃぶりは衛生
面から見て、好ましくありませんし、活発
に手を動かして遊ぶ生活にも支障をきたし
ます。でも、「ほら、また指を吸っている！
だめよ！」ときびしくしかりつけると、子
どもに劣等感を抱かせることになり逆効果
です。
　外で遊んでいる時に指しゃぶりをするよ
うでしたら、「バイキンさんがお口に入るよ」
と話したり、それ以外の時は楽しい手遊び
をしたりして、興味をほかに向けさせ、そ
の子にとって指しゃぶりより楽しいことを
考えてあげましょう。
　そのうちに自然に治まりますよ。

　　　　　
　　学校教育課



保育所（園）
保育所（園）は、保護者が労働等で家庭での保育に欠
ける児童の保育を行います。

募　集　市内の各保育所（園）
対　象　市内に居住し、保護者の仕事や家庭の事情で
　　　　保育に欠ける乳幼児
申込方法　｢入所申込書（各保育所（園）に備え付け）」
　　　　　によりお申し込みください。市内の各保育
　　　　　所で受け付けています。
　　　　　※新規、継続を問わず申込みが必要。
問い合わせは　こども課（☎22－1593）へ

●病児・病後児保育の新規登録申請
病気入院の必要がなく、急性期を越えた安定期から回復
期の生後６カ月～小学３年生の児童で、保護者が勤務や
社会的にやむを得ない事由などにより集団保育や家庭で
の育児が困難な児童のための子育て支援サービスを行っ
ています。随時受け付けしていますので希望される方はお
申し出ください。
申請受付　各保育所、こども課、保健センター、各支所・
住民センター、岩城クリニック
※現在登録済みで、平成25年度継続利用ご希望の方は
新しく登録申請の必要はありません。
問い合わせは　こども課（☎22－1593）へ

保
育
所
（
園
）・

幼
稚
園
へ
の

入
所
・
入
園
の

ご
案
内

【
受
付
期
間
】　

　

平
成
25
年
１
月
４
日
㈮
～
18
日
㈮

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
入
所
・
入
園
を

希
望
さ
れ
る
方
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

区分 保育所名 受入年齢

公
　
　
立

富岡 １～５歳児
寿 ０～２歳児
宝田 １～５歳児
本庄 ０～２歳児
長生 ３～５歳児
大野 ０～３歳児
明星 ０～５歳児
中野島 ０～５歳児
横見 ０～３歳児
見能方 １～３歳児
津乃峰 １～５歳児
橘（橘こどもセンター長時部） ０～５歳児
桑野 １～５歳児
山口 ３～５歳児
新野 ０～３歳児
福井 ０～５歳児
椿 ２～５歳児
伊島 ３～５歳児
平島こどもセンター ０～５歳児
今津こどもセンター ０～５歳児
羽ノ浦くるみ １～５歳児
羽ノ浦すみれ ０～５歳児
羽ノ浦こばと １～５歳児
羽ノ浦さくら １～５歳児

私
　
　
立

阿南 ０～５歳児
お山 ０～５歳児
阿南ひまわり ０～５歳児
あけぼの ０～５歳児
あざみ ０～３歳児
那賀川ひまわり ０～３歳児

保
育
所
（
園
）
一
覧
表 幼稚園

幼稚園とは、幼児を保育し適当な環境を与えて、その
心身の発達を助長することを目的とする学校教育法に
基づく学校です。

募　集　横見、加茂谷、大野、富岡、宝田、
　　　　橘（橘こどもセンター短時部）、
　　　　新野、新野東、見能林幼稚園
対　象　◎５歳児（１年保育）
　　　　　平成19年４月２日～平成20年４月１日
　　　　　に生まれた幼児
　　　　◎４歳児（２年保育）
　　　　　平成20年４月２日～平成21年４月１日
　　　　　に生まれた幼児
　　　　◎３歳児（３年保育）
　　　　　平成21年４月２日～平成22年４月１日
　　　　　に生まれた幼児
　　　　　※３歳児は富岡、加茂谷幼稚園のみ。
申込方法　｢入園願書（受入幼稚園に備え付け）」によ
　　　　　りお申し込みください。
　　　　　市内の各幼稚園で受け付けています。
問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

●子育て支援保育の申請
次の幼稚園で、降園後の預かり保育（14：00～17：30）
を行っています。希望される方は、入園願書受付期間
中に各園までお申し出ください。
【実施幼稚園】
　大野、加茂谷、見能林、横見、新野、新野東
問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ
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⑷

　
８
月
10
日
夜
、
劇
団
「
夢
創
」
の
子
ど
も
た
ち

と
保
護
者
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
40
人
を
乗
せ
た
バ
ス

は
阿
南
市
文
化
会
館
を
出
発
し
た
。
震
災
後
初
め

て
開
催
さ
れ
る
気
仙
沼
み
な
と
祭
り
「
港
・
け
せ

ん
ぬ
ま
復
活
祭
」
に
参
加
す
る
た
め
だ
。

　
昨
年
８
月
、
子
ど
も
た
ち
に
「
夢
と
勇
気
を
与

え
る
こ
と
が
気
仙
沼
復
興
の
力
に
な
る
」
と
の
思

い
か
ら
、
気
仙
沼
演
劇
塾
「
う
を
座
」
の
皆
さ
ん

を
迎
え
、「
気
仙
沼
復
興
支
援
合
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
・
夢
つ
む
ぎ
の
詩
２
０
１
１
」
を
公
演
。
多
く

の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。「
奇
跡

の
舞
台
」
だ
と
「
う
を
座
」
の
鈴
木
恒
子
座
長
は

言
っ
た
。
そ
し
て
、「
夢
創
の
子
ど
も
た
ち
を
被

災
地
へ
連
れ
て
行
き
た
い
」と
の
思
い
を
強
く
し
、

１
年
後
に
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
高
速
道
路
の
渋
滞
は
激
し
く
、
気
仙
沼
に
到

着
し
た
の
は
出
発
し
て
か
ら
19
時
間
後
の
こ
と

だ
っ
た
。子
ど
も
た
ち
は
疲
れ
た
様
子
も
見
せ
ず
、

早
速
、〝
は
ま
ら
い
ん
や
踊
り
〟
の
合
同
練
習
に

就
い
た
。
夜
、気
仙
沼
湾
で
祭
り
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、

鎮
魂
と
復
興
へ
の
思
い
を
込
め
た
荘
厳
な
花
火
、

そ
し
て
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
冥
福
を
祈

る
灯
籠
流
し
に
立
ち
会
い
、
御
霊
安
ら
か
に
と
手

を
合
わ
せ
た
。

　
11
日
の
夜
は
大
船
渡
市
で
宿
泊
。
ホ
テ
ル
は
大

船
渡
湾
に
面
し
津
波
で
３
階
ま
で
浸
水
し
た
が
、

自
力
で
営
業
を
再
開
し
て
い
た
。
周
囲
は
津
波
で

流
さ
れ
て
何
も
な
か
っ
た
が
、
仮
設
店
舗
の
明
か

り
が
暗
闇
の
中
で
輝
い
て
い
た
。

　
12
日
朝
、被
災
地
の
状
況
が
眼
前
に
広
が
っ
た
。

陸
前
高
田
の
７
万
本
の
松
が
流
さ
れ
た
地
に
立

つ
「
奇
跡
の
一
本
松
」、
気
仙
沼
の
住
宅
の
土
台

の
上
に
悠
然
と
居
座
る
大
型
巻
き
網
船
に
は
強

い
衝
撃
と
と
も
に
多
く
の
思
い
が
駆
け
巡
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
心
に
も
深
く
刻
ま
れ
、
レ
ポ
ー
ト

に
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。「
こ
の
松
は
、
家

族
や
知
人
を
亡
く
し
た
人
と
同
じ
気
持
ち
だ
と

思
う
。
で
も
、
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。
と
て
も
感
動
し
た
。」（
小
６
）

　「
う
を
座
」
と
「
夢
創
」
合
同
チ
ー
ム
は
、
約

５
０
０
㍍
の
距
離
を
40
余
り
の
グ
ル
ー
プ
が
２

時
間
余
り
踊
り
続
け
る
〝
は
ま
ら
い
ん
や
踊
り
〟

で
、
阿
波
踊
り
の
動
き
を
取
り
入
れ
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
踊
り
を
披
露
。
ひ
と
際
観
客
の
目
を
引

き
付
け
て
い
た
。「
一
緒
に
元
気
に
な
ろ
う
っ
て

思
っ
て
気
仙
沼
に
来
た
け
ど
、
私
の
方
が
何
倍
も

元
気
や
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。
ど
う
し
て
被
災
地

の
皆
が
強
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
人

間
っ
て
は
か
な
く
て
も
大
切
な
人
が
い
る
か
ら

強
い
の
か
な
っ
て
思
っ
た
。」（
中
３
）

　
交
流
会
後
、
２
軒
の
ホ
テ
ル
に
分
泊
し
、
13
日

の
朝
、
気
仙
沼
を
後
に
し
た
。
大
雨
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
阿
南
に
帰
着
し
た
の
は
14
日
の
午
前
２

時
半
で
あ
っ
た
。「
徳
島
に
帰
っ
て
く
る
と
、
以

前
と
変
わ
ら
な
い
平
穏
な
日
常
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
当
た
り
前
に
思
え
た
毎
日
が
と
て
も
大

切
な
毎
日
に
思
え
て
き
た
。」（
高
１
）

　
今
回
の
旅
で
、
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
。
そ
し
て
10
月
、「
気
仙
沼
復
興
支
援
あ

な
ん
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
夢
見
竹
の
か
く
れ
ん

ぼ
」
で
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
未
来
と
は
〝
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

も
の
〟
だ
ろ
う
。
そ
の
未
来
が
、
夢
と
勇
気
と
感

動
で
満
ち
溢
れ
て
い
て
ほ
し
い
と
願
う
。そ
し
て
、

〝
今
〟
を
〝
未
来
〟
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
、
何
ら
か
の
形
で
復
興
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
奇
跡
の
舞
台
」
か
ら
気
仙
沼
み
な
と
祭
り
へ

劇
団
「
夢
創
」
団
長
　
久
米 

良
久 

さ
ん
（
横
見
町
）



　表紙の写真は、桑野町の羽落神社の例祭で行
われた浦ノ内の獅子舞です。人垣の輪の中に向
けられたレンズに写ったのは、世代を超えて受
け継がれる伝統の灯と地域の誇り。未来永劫、

残したいふるさとの光景です。
　さて、光のまちづくりの取組は、今年の12月で10年を迎えま
した。“まちづくりは人づくりから”とよくいわれますが、「光
のまちづくり」は「人が輝くまちづくり」であるともいえま
す。LEDを使ったさまざまな催しは、地域に活力を生み出す一
つの手段であり、かかわることで深められる郷土愛が、これか
らも光のまちづくりの原動力になること再認識しました。
　新しく迎える年も、そんな“輝く阿南人”を追い求め、広報活
動を頑張りたいと思います。（山田）

法律相談（要予約） ６日㈭・20日㈭
 13：30 〜 16：30　  市役所１階　市民相談室
 １ヵ月前から　  市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談  11日㈫・25日㈫
 9：30 〜 11：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談  28日㈮
 14：00 〜 16：00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
 9：30 〜 16：30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談 ３日㈪・７日㈮
 13：30 〜 16：00　
 ３日：市役所第１仮庁舎 2 階 会議室・７日：ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談      21日㈮
 13：30 〜 16：00　  ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
 ４・11・18・25 日　 13：00 〜 17：00
 14・21 日　 13：00 〜 16：00
 市民会館２階　相談室　  随時
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約）今月はありません
 9：00 〜 15：30　  市商工業振興センター
 １ヵ月前から電話による完全予約制
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

健康相談     ７日㈮
 10：00 〜 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約） 20日㈭
 10：00 〜 11：00　  ひまわり会館１階　  前日まで
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談     ９日㈰
 9：00 〜 12：00　  富岡公民館２階
 教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日〜金曜日（祝日除く）　 9：00 〜 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 　　3日㈪･10日㈪・17日㈪
 10：00 〜 15：00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機
関で受診できます。

●休日昼間　9：00 ～ 17：00

12月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、阿

南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00 ～ 23：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れ
ています。（事前の電話連絡は不要です。） 

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
2日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
9日 林整形外科 見能林町 ☎ 23-6060

16日 益崎胃腸科内科医院 那賀川町 ☎ 42-0022
23日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
24日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
30日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
31日 かじかわ整形外科 日開野町 ☎ 24-5750

 開催日　  時間　  場所　  予約受付　  問い合わせ先

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜
■市県民税（第４期）
■国民健康保険税（第７期）
　　納期限は、12月25日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

  日曜相談窓口　23日㈰　8：30 ～ 17：00
  平日延長窓口　５日㈬、19日㈬　17：15 ～ 18：15

（市役所１階納税課）

問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

12月の市税

※ 1 月の相談日は１0 日㈭

12月の相談

５月の市税スポーツ施設の12月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 3・10・17・25・29・30・31日
那賀川スポーツセンター 5・12・19・26・29・30・31日
羽ノ浦総合国民体育館 3・10・17・25・29・30・31日
羽ノ浦健康スポーツランド 3・10・17・25・29・30・31日
県南部総合運動公園 4・11・18・25・29・30・31日

人口　77,477 人（−55）　世帯数 29,992 世帯（+1）
（男）　37,363 人（－26）   
（女）　40,114 人（－29）　

人口と世帯数

●平成24年10月末日現在
　カッコ内は前月対比
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　「
夢
に
挑
む
」「
地
域
を
愛
す
る
」「
連
帯
の
証
」

と
な
る
こ
と
を
旗
印
に
、
平
成
２
年
８
月
に
結
成

さ
れ
た
若
き
企
業
家
集
団
、
阿
南
商
工
会
議
所
青

年
部
の
皆
さ
ん
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が

ら
研け

ん

鑽さ
ん

を
積
み
、
仕
事
の
傍
ら
で
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
も
情
熱
を
注
い
で
い
る
。

　
現
在
、
会
員
数
は
50
人
。
上
は
50
歳
ま
で
と
経

験
豊
富
で
血
気
盛
ん
な
人
材
が
集
ま
る
。
仕
事
で

培
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
縦
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
数
々
の
実
績
を
残
し
て
き
た
。

　
長
崎
県
島
原
市
の
災
害
復
興
支
援
活
動
は
、
両

市
の
交
流
に
発
展
し
て
い
る
。
独
身
男
女
に
す
て

き
な
出
会
い
の
場
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、
若
者
の
定
住
促
進
を
図

る
10
年
来
の
企
画
だ
。
親
子
で
楽
し
む
「
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
」
は
、
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
の

雄
大
な
自
然
を
舞
台
に
し
た
観
光
事
業
活
性
化
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
昨
年
12
月
に
は
、
鱧は

も

を
メ
ー
ン
に
使
っ
た
「
郷

土
料
理
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
あ
な
ん
丼
」
で
、

食
欲
の
秋
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
３
月
の
活
竹

祭
で
は
４
店
舗
が
出
店
し
約
２
４
０
食
を
完
売
。

新
鮮
な
鱧
の
風
味
に
大
勢
の
方
が
舌
鼓
を
打
っ

た
。
会
長
の
松
浦
浩
二
さ
ん
（
49
歳
・
下
大
野
町
）

は
語
る
。「
阿
南
の
鱧
の
年
間
漁
獲
高
が〝
日
本
一
〟

で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
高

級
魚
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や
骨
切
り
と
い
っ
た
手
間

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
一
般
家
庭
で
は
な
じ
み
が

薄
い
食
材
で
す
。
そ
ん
な
鱧
を
安
価
で
手
軽
に
食

べ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
、
市
内
の
飲
食
店

に
協
力
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、提
供
店
は「
あ
な

ん
丼
」「
創
作
丼
」の
２
部
門
で
19
店
舗
に
も
及
ん

で
い
ま
す
。〝
鱧
と
い
え
ば
阿
南
〟、
そ
う
呼
ば
れ

る
こ
と
を
夢
見
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」。

　「
あ
な
ん
」
を
冠
し
た
初
の
丼
企
画
。
食
を
通

じ
て
地
域
が
燦さ

ん

と
輝
く
〝
地ち

燦さ
ん

知ち

匠し
ょ
う

〟
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
活
力
あ
る
阿
南
を
未
来
に
受

け
継
ぐ
責
任
あ
る
世
代
と
自
ら
を
律
し
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
精
魂
傾
け
る
青
年
部
員
の
熱
い
思
い

と
一
緒
に
丼
を
い
た
だ
き
た
い
。


